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                                 株式会社 アキュラホーム 

 

アキュラホームが「木造住宅合理化システム」認定取得支援 

第１６A次認定 アキュラネット会員5社が取得 

 
株式会社アキュラホーム（埼玉県さいたま市、社長：宮沢俊哉）は、工務店支援事業の一環として、全国の

地域工務店・ビルダー組織「アキュラネット」の会員企業を対象に、平成12年度（2000年）より、財団法人 日

本住宅・木材技術センターが実施する「木造住宅合理化システム」認定の取得支援活動を行っています。この

度、第16A次認定（平成16年度前期）において、当社がサポートした5社全てが「木造住宅合理化システム」

認定を取得しました。（下記参照）これまでに取得支援を行った企業は今回の5社を含めて58社となります。 

 

「木造住宅合理化システム」は、平成元年より財団法人日本住宅・木材技術センターが認定事業を実施する

もので、木造軸組工法による合理的な生産・供給システムを認定することにより、良質な木造住宅の供給を促

進し、国民の居住水準の向上に寄与することを目的としています。 

 

工務店は「木造住宅合理化システム認定」取得によって、自社の意識向上とともに経営基盤も強化され、さ

らには高い技術力を保有していることが証明できるため、ユーザーからの信頼度向上に大きく寄与します。 

 

 アキュラホームは、26年にわたる住宅事業を通じて培った技術や認定取得の経験をもとに、優れた技術力を

持ちながらも認定取得のためのノウハウや情報を持ち合わせていないアキュラネット会員工務店・ビルダーに

対して支援を行ってまいりました。支援内容は、その土地の気候風土などの地域特性と消費者ニーズを最大限

に取り入れた独自の商品開発と、受注・設計・生産・供給などの生産システムが合理化されたものであり、こ

れまでに支援を受けた計58社が認定を取得しています。 

 

アキュラホームでは地場工務店の活性化を目指し、独自に開発した住宅建設合理化システムによる支援活動

を通じて、全国の会員工務店・ビルダー全体の技術力を底上げするとともに、顧客満足度を高めてまいります。 

■第16A次（平成16年度前期）「木造住宅合理化システム」認定取得企業（計5社） 

  認定番号 都道府県 社名 システム名称 

1 S04A-03 岐阜県 ㈲橋本工務店 Yyシステム 

2 S04A-04 大阪府 ㈱さつまホーム STMシステム 

3 S04A-05 新潟県 ㈲新潟エアーケンテム住まいるシステム 

4 S04A-06 大阪府 ㈲リアルサービス RS工法 

5 S04A-07 長野県 ㈱小林工業所 ファミリーウッドシステム 

※ 認定番号順に掲載 



 

木造住宅合理化システム 

木造軸組工法による合理的な生産・供給システムを認定することにより、良質な木造住宅の供給を促進し、

国民の居住水準の向上に寄与することを目的とするもので、平成元年度（1989年度）より財団法人日本住宅・

木材技術センターが認定事業を実施しています。 

 

背景 

地域の中小工務店・ビルダーなどは、認定取得における情報やノウハウを持ち合わせていないため、現場や

施工において独自の工夫や技術的蓄積を持つものの、それを認定取得申請にまでまとめあげることができない

のが現状です。また、住宅ＦＣ（フランチャイズチェーン）本部が認定を取得し、加盟店がそれを利用する形

態もありますが、この場合だと、加盟店が自社の強みや地域特性などを十分に反映できず、ＦＣ本部に依存し

た事業経営体質となりがちです。地域特性の反映と地域に密着したサービスがユーザーの要求であり、地域ビ

ルダーの課題でもあります。 

 

アキュラホームの取り組み 

アキュラホームでは、全国の地域工務店・ビルダーの活性化を図ることを目的に、独自に開発した住宅建設

合理化システム「アキュラシステム」による経営支援・育成および、このような認定取得支援活動などを行っ

ています。 

1998年には、財団法人日本住宅・木材技術センターより新世代木造住宅供給システム認定（現在の木造住宅

供給支援システム認定）を受けるとともに、全国の地域密着で活躍する伝統的木造軸組工法をおこなう地域

ビルダーをネットワークで結ぶ組織として「アキュラネット」を発足しました。 

アキュラネットでは、会員相互の発展を目指して、経営支援をはじめ販売・開発支援など様々なサービスを

オープンかつ低価格に提供しています。また、①部材の共同仕入れ、②新技術の共同開発、③広告、宣伝活動

の共同実施など、ネットワークのスケールメリットを活かして、大幅な効率化とコスト低減を実現しています。

このようなメリットを活用しつつ、地方の気候や風土を知り尽くした地場の工務店・ビルダーが、お客様のニ

ーズを最大限に取り入れた注文住宅を一棟一棟建てていくことがアキュラネットの最大の特長となっています。 

また、フランチャイズと異なり強制的な資材供給や中間マージンなどもなく、独自の活動を展開できるという

特長が、全国の工務店・ビルダーから支持を受けており、現在会員数は600社となっています。2003年度のア

キュラネットによる木造住宅総受注棟数は 7,805 棟で、アキュラネット発足以来では 27,900 棟を突破してい

ます。 

 

 


